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あ

おら

す

二
人
の
留
守
に
太
郎
冠
オ
は
未
成
を
次
郎
冠
考
は
酒
茂
を
預
け
ら
れ
た
。
酒
好
き
の
太
郎
冠

考
は
次
邦
冠
考
の
預
か

っ
た
酒
成
か
ら
樋
を
無
け
て
酒
を
侠
ま
せ
て
も
ら

い
、
そ
の
上
酒
成

に

八
っ
て
酒
基
り
の
は
て
…
…
。

国
え
に
帰
る
事
に
な

っ
た
口
谷
大
名
が
ぇ

い
え
を
持

っ
て
い
る
れ
人
の
オ
に
と
ｈ
に
訪
な
る

，　
が
、
丁
皮
枚
の
花
の
基
り
で
そ
の
た
の
几
物
に
行
く
と
歌
を
都
ま
さ
れ
る
か
ら
と
太
那
冠
オ
に

荻
え
ら
れ
た
二
十

一
文
字
を
此
え
て
行
く
が
そ
の
古
え
は
…
…
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諸
国
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几
の
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ら
え
ロ

ヘ
と
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し
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旅
を
音
ね
て
二
河
ロ

ヘ
や
っ
て
来
ま
す
。
と
あ

る
沢
空
に
杜
お
の
花
が
実
し
く
咲
い
て
い
る
の
で
、
思
ゎ
ず
几
と
れ
て
い
ま
す
と

一
人
の
ュ
女

が
塊
Ａ
、
こ
こ
は
八
格
と
い
う
せ
歌
に
も
詠
ま
水
た
名
オ
で
ぁ
り
、
告
在
原
甘
子
が
ぇ
下
り
の

際
こ
こ
で
休
み

「
か
き

つ
ば
た
」
の
二
夫
年
を
各
句
の
頭
に
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こ
ろ
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っ
っ

な
れ
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せ
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倍
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者
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は
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分
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社
を
の
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て
ぁ
る

と
明
か
し
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ま
た
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子
は
歌
井
の
与
薩
の
化
塊
で
あ
る
の
で
、
そ
の
都
歌
の
功
終
に
よ
句
井
帖

の
■
木
も
代
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し
た
と
を
げ
、
さ
ら
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「
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勢
物
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」
や
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い
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り
、
弁
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ま

い
や

が
て
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き
ま
す
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そ
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に
は
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が
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で
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。
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さ
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あ
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。
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を
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。
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